
09/07/28■民主党のマニフェストは「医師養成数を1.5倍に増加」

　このほど発表された民主党のマニフェストには、「医療崩壊をくい止めるため、また、団塊
世代の高齢化に伴い急増する医療需要に応え、医療の安全を向上させるため、医師養成の質と
数を拡充します」とある。これが、民主党の基本的な医療政策だ。

  

　つまり、民主党は、これまで政府・厚労省などが進めてきた医師数の抑制政策を大転換し、
それによって医療の質を高めようとしているわけだ。

  

　具体的には、「当面、OECD諸国の平均的な人口当たりの医師数（人口1000人当たり医師3人
）を目指し」、さらに、「大学医学部定員を1．5倍」にするという。ただし、「新設医学部は
看護学科
等医療従事者を養成する施設を持ち、かつ、病院を有するものを優先しますが、新設は最小限
にとどめる」とし、その分、医者を目指す学生には「財政的支援を行うとともに奨学金を充実
させる」という。
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